
（別紙３）

～ 令和8年　1月　19日

（対象者数） 41名 （回答者数） 30名

～ 令和7年　12月　12日

（対象者数） 14名 （回答者数） 14名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

全従業員が立案・意見が出来る場を設けて行きます。
ご利用状況では2回～4回、体験出来るので
日々成⾧を図ることが出来るようサポートし
回数を重ねても楽しみ続けられる内容とご利用者様との
関りを持ち取り組んで行きます。

2

毎日通うことが楽しみに繋がるようご利用者様と
関わって行きます。
活動プログラムでは、ご利用者様に合わせた支援や
サポートを行い成功体験に繋げ満足度を高めて行ける様
取り組んで行きます。

3

課題に対し細かく段階を作り
成功体験に繋げるためモニタリング/アセスメントを
強化していきます。
お子様が無理なく達成できる目標とご家族様の相談支援を
行って行きます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
外部研修の参加を行い知識を増やしていく。
周りの環境と交流を行う事を施設内で検討と計画を行う。

2
月1回、配布するパンフレットにて
非常訓練・委員会・研修・安全計画の結果報告を加え
行って行きます。

3

シフト体制の見直しを行い
外出レクやプログラムが偏らないよう工夫を行って行きま
す。当日の様子では、近所の散歩など、外気に触れる時間を
設け、リフレッシュを図ることが出来るよう検討を
行って参ります。

○事業所名 TODAY児童デイサービス東船橋

○保護者評価実施期間 令和7年　12月　4日

○保護者評価有効回答数

令和7年　12月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　1月　23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

社会性（外出レク）に繋がるプログラムが弱い。
土日のプログラムが弱い。

室内で行う活動が増え、外出を行う機会が減っている。
ご利用者様児童の特性にて
見守りを行う支援が大きく占める為
個別にて行うプログラムや活動が増えている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や
地域の他のこどもと機会が少ない。

他事業所や環境に関しての知識不足が考えられます。

非常災害の発生・緊急対応・感染症対応等のマニュアルや
委員会・研修・訓練実施結果後の、ご家族様への周知が弱い。

お子様の活動の様子をお伝えする機会が多いが
事業所での取り組みの報告を行う機会が少ない。

事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていま
す。

運動/療育を目的としたレクリエーション活動を
毎日提供しています。
ご利用者が必ず1回は体験できる様
プログラムの切り替え時期を1週間毎に決めています。

ご利用者様が安心して通うことが出来ています。

ご利用者様の性格や興味がある事、強みを理解し
1人1人丁寧にコミュニケーションを行っています。
活動に加え、1人1人が好きなことや心休まるお時間も
大切に考え、リフレッシュできる時間を設けています。

ご利用者様のニーズに沿った放課後等デイサービス計画と支援
が作成され提供できています。

ご面談の際、お子様の取り組みや成⾧の様子を丁寧にお伝えし
ています。ご自宅・学校での取り組みを伺い
事業所でも取り入れ、支援の統一を図っています。

事業所における自己評価総括表公表


